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五艘先生講和

○実行委員長

帝京大学 経済学部地域経済学科 准教授
五艘 みどり 氏

■プロフィール 
立教大学社会学部観光学科卒業後、旅行会社に就職。
シンクタンク、コンサルティングファームを経て、大学院にて研
究を深めた後、ルーラル・ツーリズムを研究する。シンクタンク、
コンサルティングファームにおいて、観光や地域活性のプロ
フェッショナルとして国内外のさまざまなケースにかかわる。
2015年より帝京大学経済学部に勤務し2018年より准
教授。特にイタリアにおけるルーラル・ツーリズムへの造詣が
深く、地政学的な観点から文化的な理解にまで裾野は広
い。現在、国内におけるルーラル・ツーリズムの価値創出に
関してさまざまな提言を行っている。

■研究テーマ
主とするテーマは観光地経営、観光振興、国内各地での観光まちづくりのプランナーとして活
動し、2015年よりイタリアなど欧州のルーラルツーリズムを研究2024年より気候変動と観光
の研究も開始。

今回は地域資源を活用した効果的なシティプロモーションに向けてイタリアの事例を講演いた
だいた。イタリア南チロル県のルーラルツーリズムや日本国内の分泊型宿泊施設と農泊×のう
さん



ファシリテーター

4

株式会社ビズユナイテッド 代表取締役
立命館大学ビジネススクール 教授

宮口 直人 氏

■プロフィール 
大学卒業後、株式会社ジェイティービーに入社し、法人営
業・顧客企業のセールスプロモーション活動に従事。そ の
後、日本精工株式会社にて、外資系自動車会社の営業
担当として、担当部品のコストダウン、生産地移管な どの
業務に携わる。 2009年より経営コンサルタント、講師職に
従事。コンサルタントとして、宿泊施設の再生、地域活性
化プロジェク ト、観光人材育成等の領域で豊富な経験を
有する。

■経歴等
・信州高山温泉郷 旅館わらび野 代表
・株式会社プレミアムエクスペリエンス 代表取締役（地方創生／地域活性化事業会社）
・株式会社JTB総合研究所 客員研究員
・株式会社JTBコミュニケーションデザイン 事業創造部 ソーシャルビジネス局 コンサルタント
・沖縄県 観光まちづくりアドバイザー
・東京都 観光産業アドバイザー
・和歌山大学 国際観光学研究センター 客員特別研究員
・東京国際大学 講師 （観光学、観光インバウンド担当）
・日本観光経営学会 理事
・経営学修士（MBA）会計学専攻

L×haga事業
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○委員名簿

L×haga事業実行委員会

No カテゴリ 所属 職 氏名 備考

1 実行委員会 芳賀町ロマン開発株式会社 社長 阿久津　俊夫 監事

2 実行委員会 はが野農業協同組合　芳賀・市貝地区営農センター センター長 飯田　裕実 監事

3 実行委員会 宇都宮ライトレール株式会社 経営企画課　課長 岩森　隆夫

4 実行委員会 芳賀町工業団地連絡協議会 総務企画部 部会長 岡田　等

5 実行委員会 芳賀町観光協会 会長 加藤　均

6 実行委員会 帝京大学経済学部 教授 五艘　みどり 委員長

7 実行委員会 下野新聞社 真岡総局 総局長 杉浦　崇仁

8 実行委員会 芳賀町議会 議員 藤沼　英之 副委員長

9 実行委員会 芳賀町商工会 副会長 水沼　正

10 ワークショップ 石下　修平

11 ワークショップ 芳賀町工業団地連絡協議会 総務企画部 副部会長 大里　浩

12 ワークショップ 芳賀町観光協会 会長 加藤　均

13 ワークショップ はが野農業協同組合　芳賀・市貝地区営農センター 耕種次長 木下　淳

14 ワークショップ 下野新聞社 真岡総局  記者 田口　雅也

15 ワークショップ 芳賀町ロマン開発株式会社 友遊はが 床井　望美

16 ワークショップ ＨＡＧＡ農ＫＥＲ’ｓ 生井　健斗

17 ワークショップ 芳賀町4Hクラブ 山本　毅

18 ファシリテーター 株式会社ビズユナイテッド 代表取締役 宮口　直人

【事務局】
商工観光課 課長　田中亜紀子

観光係　　佐藤宏則、杉本絵梨菜
シティプロモーション係　宗川忠貴、早川裕　

農政課 課長補佐　森山陽市

都市計画課 課長補佐　高松克孔

令和7年度　L×haga事業実行委員会・ワークショップ委員名簿
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今年度行ったワークショップ3回のまとめ
今年度のワークショップが当初の懸念を払拭し、参加者の熱意とやる気によって成功したと考えてい
る。特に、シティプロモーションにおいて、さくらまつりを具体的にどう活用するかを住民と事業者が一
体となって考えた点が特に良かった。

第1回ワークショップ：地域の魅力発掘とマーケティングの基礎
1. 内容: 芳賀町の地域資源の魅力を発掘することに焦点を当てて実施。
2. 目的: プロモーションありきではなく、自分たちのアイデンティティや良さ、将来のビジョン

を明確にすること。マーケティングの基礎知識とプロモーションの位置づけを学ぶ。
3．成果: 参加者が地域の多様な事業（農業、観光など）について深く理解し、関心を

持つきっかけとなった。

第2回ワークショップ：さくらまつりを活用したプロモーションとターゲット設定
1. 内容: さくらまつりを具体的なプロモーションの題材とし、地域資源を観光商品化する

方法についてインプットを行う。
2．目的: さくらまつりでどのような顧客を呼びたいかを具体的に議論し、ターゲット層を絞り

込む手法を習得する。
3．成果: さくらまつりの楽しみ方や体験について多様な意見が出され、具体的なプロモー

ションの方向性が見えた。

五艘先生による講演 ワークショップでの発表の様子

ワークショップ

ワークショップの様子 ワークショップの様子

町でプロモーションの一環で作ら
れたごはんパックが配られた
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第3回ワークショップ：具体的なプロモーション案の策定
1. 内容: 第1回、第2回の内容を踏まえ、具体的なプロモーション案（キャッチコピーな

ど）を参加者全員で決定。インプットは設けず、実践的な議論に時間を使った。
2．目的: さくらまつりの楽しみ方やターゲットを再確認し、具体的なプロモーション戦略を

策定する。
3．成果: 参加者が主体的にキャッチコピーなどを決定し、具体的なプロモーション活動へ

と繋がる土台ができた。

具体的な成果
第3回ワークショップにて行ったキャッチコピーについて、後日投票を行い、以下の結果となった
「さくらまつりのキャッチコピー」について、キャッチコピーの最終結果

・ひと駅先に、さくら・ら・ら （47%)➤決定
・ロマン爛漫、映え燦燦 (35%)
・まもなく桜行きの列車がまいります (18%)

ワークショップの様子 ワークショップの様子 ワークショップでの発表の様子



令和7年度 L×haga事業実行委員会

8

プロモーション指針の必要性:
次年度には、町長や副町長、議会を含めた関係者全体で共有できるプロモーション指針（ガイドラ
イン）があると良い。
組織改編の検討:
「L×haga実行委員会」を現在の組織から変えるのか、機能強化するのか、将来的な組織のあり方
について検討が必要。PPP（官民連携）の活用など、道の駅の指定管理制度以外の組織活用も
視野に入れるべき。
人材育成と意識改革の継続:
LRT開業は芳賀町への誘客の大きなきっかけとなった。令和7年度はLRTをフックとしたさくらまつりの
プロモーションから、今後は町内での滞在時間増加を目指し、「食」「温泉」などの地域資源を活かし
た体験型プロモーションを強化する必要がある。地域住民や事業者が自発的にプロモーション活動で
きるような人材育成と意識改革を継続することが重要。
民間リーダーの重要性:
ワークショップの成功には、民間側のリーダーシップが不可欠。単なるSNSの得意な人材だけでなく、
多様な分野でリーダーシップを発揮し、地域全体を牽引できる人材の育成が中長期的な成功の鍵
となる。
インナーとアウターのプロモーション:
まずは「インナー（内部）」のリーダーシップと気運醸成を固め、次に「アウター（外部）」のファンづく
り（芳賀町ファンクラブのような存在）を進めることが重要。
出口戦略と経済効果:
観光を活用した地域経済活性化や訪日外国人観光客誘致など、経済的な要素を組み込む場合
は、具体的な出口戦略とテーマ性を明確にすることが必要。地方交付金に頼らない税収アップやふ
るさと納税の強化など、民間事業者の収益向上に繋がる仕組みを検討すべき。

今後のワークショップの題材について
・食をテーマにしたプロモーションに関するワークショップ（2回程度）
・桜まつりのプロモーション案（27年実施分 1回程度）
・芳賀町のビジョンや体制についての研修（人材育成、組織作りなど 1回程度）
等、今後相談しながら決定していく。

次年度以降

プロモーショ
ン指針

：計画・ガ
イドライン

組織改編
：組織・体
制づくり

人材育成
：人々の
成長と協働

民間リー
ダー

：リーダー
シップ・中
心人物

インナー/ア
ウター

：内外への
循環的な
活動

経済効果
：収益・成

果
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L×haga事業 プロモーションキャラバン

3月15日（日）キャラバン
【ステラタウン大宮：大型ショッピングモール】

実施内容
・さくらまつりプロモーション
チラシの配布、デジタルスタンプラリーでの導線施策

・芳賀町特産品販売
いちごの販売（岩崎いちご園、ひとみいちご農園）、いちご大福（いねや）

・イベント
じゃんけん大会３回：各回５名にイチゴ１パック、いちご大福をプレゼント

・JTBパンフレットの配布

【ステラタウン大宮３階スペース】
・平日休日共に安定した集客があり子育てファミリーなどの利用が多い
施設
・イベントスペースはABCマートや無印良品の近くのブリッジ
・幅４M、長さ７Mのスペースを利用
・店内JTB店舗内でもチラシ配布可能
→ 店内デジタルサイネージによる広報、館内アナウンス実施

【従事者(敬称略)】
役場：宗川、佐藤、杉本
WS委員：山本、田口、古谷（オブザーバー）
JTB：九郷、中村、斉藤、中田
BL：久野、大宅、高儀

腰巻

ポスター

のぼり
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3月29日（日）キャラバン【宇都宮ライトキューブ】

実施内容
・さくらまつりプロモーション
チラシの配布、デジタルスタンプラリーでの導線施策

・芳賀町特産品販売
（いちご、いちご大福、アスパラガス、トマトなどの農産品）
・イベント（次頁参照）
お米すくい、ワークショップ（３店舗）

・はがまるくんとのフォトイベント
・さくらの木のオブジェに願い事を書いてもらうイベントを実施
・フォトフレームの貸出

【宇都宮ライトキューブ2F 緑のテラス】
・JR宇都宮駅東口に直結する大型コンベンション施設
・来館者や通行者の視認性が高く、人の流れと滞留が生まれや
すいことから、観光情報や地域イベントの発信に適した会場と
なっている。宇都宮駅と交流拠点施設のメインエントランスを
結び、木陰を生み出す樹木の植栽やベンチを設置

【従事者（敬称略）】
役場：田中、宗川、佐藤、杉本、

早川
WS委員：山本、鉢村、床井、

  石下、古谷(ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ)
JTB：斉藤、中田
ＢＬ：久野、佐藤、大宅、高儀



L×haga事業 グッズ制作

ロゴマーク

通年で使用できるロゴマークの作成→ワークショップ委
員からの意見（芳賀町の強み）を抽象化
役場職員、L×haga事業実行委員への投票で最高支持率
の図案

【バリエーション】
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ピンバッジ

ロゴマークを使ってピンバッジの制作を行った。

スタッフジャンパー

普段使いができるようなスタッフジャンバーの作成。
黒を基調としたデザインを活かしたスタッフジャンパーを制作。
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キャラバン使用グッズ

さくらまつりチラシ 20,000部

表面 裏面

A2ポスター
120部
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キャラバン使用グッズ

腰巻 10枚

机にかけた時

のぼり旗100枚
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キャラバン使用グッズ

フォトフ
レーム

桜の木
オブジェ

さくらの付箋にメッ
セージを書いて貼り

付け

四角の部分を切り抜
き写真を撮影できる

ようにした。
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ノベルティ

桜にちなんだノベルティの制作
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